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嘗

購
和
…
羅
肥
囲
［
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中
心
地

盤
盤
と
曇
陵
と
迦
羅
舎
佛

陀
澄
と
多
念

幣鵠

a
風
國
の
存
繭
楢
期
曲
筆

結
　
語

序

言

　
現
在
の
泰
國
の
地
方
に
タ
イ
入
の
勢
力
が
著
も
く
嚢
浴
す
る
様

に
な
っ
た
の
は
西
暦
＋
三
世
紀
以
後
で
あ
り
、
ビ
ル
マ
國
の
地
方

に
於
て
ビ
ル
マ
人
の
活
動
が
活
澄
に
な
っ
た
の
は
酉
暦
十
一
世
紀

の
中
頃
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
の
勢
力
が
出
展
す
る
以
前
に
於
て
、

是
等
爾
國
の
地
方
に
は
モ
ン
入
の
勢
力
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
尤
も

泰
國
の
メ
、
ナ
ム
河
（
寓
。
拶
ρ
ヨ
）
の
下
流
域
は
西
贋
十
一
世
紀
の
初

璽
釈
羅
幽
考

頃
か
ら
カ
ム
ボ
ヂ
ャ
（
眞
騒
）
の
支
配
下
に
麗
し
て
を
り
、
タ
イ
入

の
獲
展
し
た
當
時
に
は
メ
ナ
ム
、
河
の
上
流
域
に
モ
ン
入
の
勢
力
が

あ
り
、
下
流
域
に
カ
ム
ボ
ヂ
ャ
の
勢
力
が
二
っ
て
る
た
の
で
あ
る

ガ
、
下
流
域
の
地
方
に
於
て
も
カ
ム
ボ
ヂ
ャ
が
之
を
領
有
す
る
以

前
に
は
モ
ン
入
の
勢
力
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
タ
イ
入
・
ぜ
ル
マ
入
乃

至
カ
ム
ボ
ヂ
ャ
入
の
獲
展
す
る
以
前
の
モ
ン
入
の
歴
史
に
關
し
て

は
史
料
が
極
め
て
乏
し
い
け
れ
ど
も
、
ビ
ル
マ
の
モ
ン
入
に
醐
す

る
そ
れ
が
殆
ん
ど
無
い
に
近
い
の
ど
比
較
す
れ
ば
、
泰
國
の
モ
ン

入
に
就
い
て
は
よ
り
多
く
の
皮
鯨
が
存
在
し
て
々
り
、
彼
等
の
残

し
た
碑
文
や
遺
蹟
・
断
物
、
パ
ー
り
語
の
愚
書
た
る
冒
奉
訂
貯
ヨ
鑑
1

3
0
似
ヨ
巳
。
謡
毒
彰
㌶
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、

是
等
の
更
料
と
支
那
の
文
鰍
に
よ
つ
て
彼
等
が
．
瞬
暦
七
世
紀
頃
メ

ナ
ム
河
流
域
に
U
く
縛
禦
銭
と
い
ふ
國
を
建
て
・
を
り
、
そ
の
後
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堕
和
舞
圏
考

西
暦
八
世
紀
の
頃
に
此
の
河
の
上
流
域
の
営
葺
9
、
雪
を
中
心
と

し
て
国
9
島
）
致
す
覧
と
い
ふ
小
國
を
作
り
、
そ
の
國
が
西
暦
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

世
紀
ま
で
存
回
し
た
と
い
ふ
事
賢
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
泰
國

に
於
け
る
モ
ン
入
の
歴
輿
は
大
部
分
Ω
●
0
8
α
舘
博
士
に
よ
っ
て

關
明
せ
ら
・
れ
た
の
で
あ
る
が
、
U
く
鍵
簿
爵
葺
麟
巽
凶
一
冒
菖
超
9
の
二

國
が
存
し
た
と
雷
っ
て
も
、
そ
の
國
の
政
治
皮
に
就
い
て
や
」
纒

つ
た
塑
實
を
知
り
得
る
も
の
は
後
者
の
み
で
あ
っ
て
、
前
者
に
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

し
て
は
か
蕊
る
國
が
存
在
し
た
と
い
ふ
以
外
に
鹸
り
多
く
は
知
ら

れ
て
み
な
い
。
｝
ぎ
算
旺
9
ヨ
錐
三
も
O
叫
ヨ
巴
○
＜
同
奏
ぢ
零
も
国
9
早

℃
鼠
智
巻
に
回
す
る
記
録
で
あ
っ
て
、
　
U
〈
縛
⇔
話
自
　
に
關
し
て

は
庇
の
様
な
奥
書
は
旧
く
存
在
し
て
み
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
こ

」
に
陵
和
羅
國
考
と
い
ふ
題
の
下
に
、
支
那
の
丈
獄
を
用
ひ
て

U
’
、
理
婁
、
銭
に
關
す
る
若
干
の
考
察
を
行
っ
て
み
よ
う
と
思
ふ
。

一
　
堕
和
羅
國
の
中
心
地

　
支
那
の
四
獣
を
み
る
乏
唐
代
の
知
識
を
傳
へ
た
記
録
の
申
に

U
・
閻
奎
、
讐
の
國
名
が
現
れ
て
を
り
、
通
典
鷺
・
乱
書
馨
に

は
之
姦
和
讐
記
し
、
新
唐
書
謹
三
に
椿
霜
羅
ま
薩

第
二
十
八
巻
　
第
館
三

一
腿

籍
轡
爲
し
、
唐
塞
醗
総
勢
志
運
び
藤
書
蜷
ト

の
他
の
個
所
に
は
二
四
幾
、
毒
の
大
弓
域
記
墜
に
も
四

三
三
三
・
い
ひ
・
藩
の
南
響
麟
窪
鞠
に
潅
創
農

と
書
き
、
彼
の
大
唐
西
域
求
法
高
織
蜷
大
乗
卜
師
の
讐
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

杜
和
羅
鉢
底
と
記
し
て
み
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
是
等
の
國
名
は

何
れ
も
U
♂
、
弩
9
奉
職
の
背
課
で
あ
り
、
就
中
最
後
の
杜
和
羅
鉢
底

と
い
ふ
の
が
最
も
原
音
を
忠
實
に
賦
し
て
み
る
。
そ
れ
で
は
此
の

國
の
．
甲
心
地
は
ど
の
地
方
に
あ
っ
た
か
と
い
ふ
と
、
そ
れ
は
メ
ナ

ム
河
の
流
域
の
中
で
も
下
流
域
に
あ
っ
た
も
の
と
見
回
す
事
が
黒

來
る
。
一
書
馨
眞
糠
濠
、

　
　
自
榊
寵
（
〉
・
U
・
刈
8
も
O
O
）
已
後
、
眞
…
三
分
爲
二
、
牟
以
南

　
　
近
海
多
阪
澤
虞
、
謂
三
水
翼
撒
、
牛
以
北
多
山
回
、
謂
之
陸

　
　
眞
顧
、
亦
謂
三
三
國
、
（
紳
）
水
団
醤
、
養
東
西
南
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
約
員
八
百
里
、
東
至
奔
陀
満
州
（
娼
習
仙
舞
ρ
眞
9
）
、
西
至
堕

　
　
羅
鉢
底
國
、
南
至
小
海
、
北
三
陸
眞
臓
。
（
下
略
）

と
記
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
る
と
U
＜
似
第
揖
謡
は

メ
コ
ン
河
（
プ
、
唄
。
ざ
夷
）
の
下
流
域
に
位
し
て
海
に
臨
ん
で
み
た
所

の
水
端
畷
の
西
に
あ
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
國
が
メ

（34S）



ナ
ム
河
の
下
流
域
に
存
し
た
事
は
略
疑
を
容
れ
な
い
。
0
8
色
酵

氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
モ
ン
の
遺
物
を
み
る
と
、
苗
代
或
は

そ
れ
以
前
か
と
も
認
め
ら
れ
る
古
い
佛
像
や
碑
文
は
、
ピ
O
暑
ロ
ユ

（
ピ
薄
舞
類
H
）
”
娼
、
嶺
冨
δ
営
（
中
藍
男
簿
プ
ρ
日
費
8
身
㊤
）
り
跨
図
甕
ξ
9

及
び
閃
蝕
暮
郎
ユ
（
男
魁
互
層
巳
の
附
近
（
自
由
召
図
自
．
牲
）
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

褒
見
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
っ
て
、
是
等
の
位
置
か
ら
老
へ
て
み
て

も
U
く
弩
磐
讐
の
中
心
は
メ
ナ
ム
河
の
下
流
域
に
あ
っ
た
と
見

匂
す
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
併
し
乍
ら
b
轟
話
奉
蔦
の
國
、
都
が
メ
ナ
ム
河
下
流
域
の
ど
の
地

勲
に
あ
っ
た
か
と
い
ふ
事
は
未
だ
明
か
で
な
い
。
男
。
G
Q
o
ご
つ
葺

氏
や
ピ
．
蜀
。
β
ヨ
負
。
建
氏
は
此
の
國
を
》
k
民
｝
受
p
に
比
定
し

　
　
⑤

て
を
り
、
即
囹
。
罠
9
氏
は
そ
の
都
を
目
。
菩
g
ユ
附
近
に
求
め
て

　
　
　
　
　
⑥

み
る
け
れ
ど
も
、
是
等
の
読
を
誰
明
す
る
所
の
確
寳
な
画
料
は
見

當
ら
な
い
。
殊
に
跨
罷
参
饗
説
は
、
此
の
町
が
西
懸
十
四
世
紀

に
建
で
ら
れ
る
以
前
に
そ
こ
に
都
城
が
あ
っ
た
と
い
ふ
確
誰
が
な

い
所
か
ら
み
て
頗
る
疑
は
し
い
の
で
あ
っ
て
、
諺
覧
鼻
塞
に
於
て

は
所
調
d
く
響
鍵
蝕
式
の
吉
い
佛
像
が
獲
見
さ
れ
て
は
み
る
け

れ
ど
も
馬
そ
れ
が
黒
焦
既
の
地
で
作
ら
れ
た
か
ど
う
か
と
い
ふ

董
和
｛
緯
鐵
、
考

黙
に
猫
ほ
疑
問
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ら
う
Q
と
巳
ξ
3
け
。
マ

げ
鼠
の
外
に
近
年
特
に
羅
者
の
注
意
を
惹
く
、
様
に
な
っ
た
遺
蹟
は

男
、
箏
冨
δ
臼
で
あ
っ
て
、
黍
國
と
佛
印
の
遠
東
女
古
廟
院
と
の
共

同
の
嚢
掘
が
男
，
U
弓
。
馨
氏
等
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
結
果
、
此

の
地
か
ら
は
燐
謂
U
〈
理
訴
讐
式
の
多
数
の
遣
物
が
見
顯
さ
船
て

　
⑦
み
る
。
坐
し
て
更
に
此
の
外
に
猫
ほ
d
日
．
O
茜
の
古
城
証
が
モ

ン
入
の
歴
史
を
考
へ
る
際
に
は
聞
役
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の

地
で
獲
見
さ
れ
る
逡
物
は
U
a
霞
9
彪
親
王
並
び
に
出
・
○
・

ρ
舞
葺
魯
芝
巴
植
芝
に
よ
る
と
、
や
は
り
所
謂
d
工
事
爵
自
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

系
統
艇
罪
す
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
　
q
同
．
①
謎
の
町
に
侵
し
て

は
曾
て
そ
の
支
配
者
で
あ
っ
た
入
物
が
此
の
町
を
棄
て
エ
》
紀
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

9
属
を
建
て
た
事
が
傳
へ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
っ
て
、
q
円
．
Φ
護

の
城
が
い
っ
か
ら
存
在
し
て
み
た
か
は
未
だ
明
か
で
な
い
け
れ
ど

も
ゐ
兎
に
禽
そ
れ
は
ど
巳
ξ
ρ
建
設
以
前
の
重
要
な
中
心
地
で

あ
っ
た
と
見
微
さ
れ
る
。
私
は
U
く
理
出
所
爲
の
國
都
に
癒
し
て

は
推
測
を
行
ふ
事
を
差
控
へ
て
、
今
の
と
こ
ろ
目
○
℃
9
筋
の
外

に
想
、
第
℃
霧
9
冨
及
び
d
縛
．
O
嚢
、
か
、
曾
て
の
重
要
な
中
心
地
・

と
し
て
波
意
さ
れ
る
と
い
ふ
事
を
指
摘
す
る
に
止
め
弛
い
．
、
Q

第
ニ
ナ
八
巻
　
第
「
醐
號

　
瓢

（：3i19）



籔
和
羅
閣
考

日
．
○
護
に
於
て
は
未
だ
組
織
的
な
獲
掘
は
行
は
れ
て
る
な
い
の
で

あ
り
、
H
、
．
B
冨
8
田
の
褒
掘
も
今
後
糠
績
せ
ら
れ
る
べ
き
性
質
の

も
の
で
あ
っ
て
、
．
是
等
の
地
に
於
、
け
る
考
古
學
的
研
究
は
有
名
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

憎
○
養
8
算
の
鯉
濃
の
結
果
な
ど
と
共
に
U
く
餌
唇
奉
灯
の
歴
更
に

新
た
な
る
光
明
を
輿
へ
る
で
あ
ら
う
。

二
盤
盤
と
曇
陵
と
迦
羅
含
佛

　
さ
て
然
ら
ば
∪
〈
縛
謹
白
の
中
心
は
メ
ナ
ム
河
の
下
流
域
に

あ
っ
た
と
し
て
此
の
國
の
勢
力
は
如
何
な
る
地
方
に
及
ん
だ
で
あ

ら
う
か
。
こ
」
に
新
蕎
唐
書
の
記
事
を
槍
臥
し
な
が
ら
そ
の
政
治

的
勢
力
に
就
い
霧
へ
る
毒
す
る
。
藩
粉
黛
に
は
、

　
　
（
A
）
瞭
和
羅
國
南
輿
望
盤
、
北
與
迦
営
舎
佛
、
東
輿
眞
畷
接
、

　
　
西
郡
大
海
、
去
廣
州
立
月
日
行
、
（
B
）
貞
観
＋
凪
奉
（
艶
P

　
　
⑦
。
。
。
。
）
其
御
選
使
僧
方
物
、
二
十
三
年
（
》
b
．
⑦
お
）
叉
遣
使

　
　
獄
象
牙
・
火
珠
、
請
賜
好
馬
、
詔
許
之
、

と
み
え
て
る
る
が
、
是
が
堕
欝
憤
の
傳
の
全
丈
で
あ
る
。
薪
唐
書

雀
二
を
み
る
と
詞
陵
に
畢
・
鶉
の
響
に
、

　
　
（
グ
A
）
酸
下
乗
亦
日
商
和
羅
、
南
距
盤
盤
、
北
迦
遷
舎
弗
、
西

馳
第
二
十
八
巷
　
第
凶
號

一
六

　
　
囑
海
、
東
眞
繊
、
葭
蘇
州
行
簾
月
乃
蓋
、
（
翌
）
闘
多
美
犀
、

　
　
世
謂
黒
和
羅
犀
、
有
二
屍
臨
、
威
曇
陵
・
陀
潭
、
曇
陵
在
海

　
　
洲
中
、

と
記
さ
れ
て
を
り
、
之
に
績
く
記
事
は
陀
澄
國
の
設
明
と
な
っ
て

み
る
。
右
⑳
爾
書
の
記
事
を
比
較
し
て
み
る
と
、
萌
か
に
新
製
書

の
忍
は
葱
唐
書
の
A
に
基
い
た
も
の
で
あ
り
、
蕎
唐
書
の
B
鳳
新

唐
書
に
於
て
省
略
さ
れ
て
、
そ
の
代
り
に
新
唐
書
に
は
別
の
庚
料

に
基
い
て
W
の
認
嘉
を
書
き
加
へ
た
事
が
わ
か
る
。

　
先
づ
堕
和
羅
國
の
南
境
を
み
る
と
、
そ
れ
は
盤
盤
と
擾
し
て
み

た
と
い
ふ
事
で
あ
る
が
、
運
筆
は
謹
書
聡
五
に
も
同
様
に
盤
盤
と

し
て
記
さ
れ
て
を
り
、
欝
垂
垂
に
は
、

　
　
盤
盤
國
在
葛
藤
西
南
海
鳥
申
、
北
蹴
ハ
林
邑
隔
小
海
、
自
交
州
船

　
　
行
四
十
日
乃
至
、
其
國
與
狼
牙
脩
國
爲
隣
、
聖
王
婆
羅
門
書
、

　
　
甚
敬
弘
法
、
貞
親
九
年
（
〉
●
U
冒
。
。
。
㎝
）
主
要
來
朝
．
貢
方

　
　
物
、

と
い
ひ
、
新
室
重
池
に
は
藤
書
ト
お
も
重
言
記
事
が

み
え
て
み
る
。
盤
盤
は
曾
て
ノ
＜
●
即
9
0
窪
○
く
。
周
会
氏
が
之
φ
望
．

ラ
イ
牛
鶴
東
海
岸
の
切
9
巳
。
口
方
面
に
比
定
し
て
男
、
暮
℃
、
ぎ

（350）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
膏
課
と
見
倣
し
て
以
來
、
そ
の
國
の
大
騰
の
位
置
に
關
し
て
は

抱
身
者
の
見
界
か
一
致
し
て
み
る
。
而
し
て
高
桑
駒
吉
氏
は
右
の

男
、
§
℃
ぎ
以
外
に
ま
た
牟
島
の
西
海
痒
に
甘
爵
O
o
滋
量
島

（
℃
¢
一
勉
O
囹
¢
搾
①
け
）
と
相
慨
し
て
娼
属
亭
燦
謬
と
い
ふ
地
名
の
存
す
る

．
　
　
　
　
　
⑱

事
を
も
指
摘
し
た
。
盤
盤
は
馬
來
傘
馬
上
の
印
度
順
化
を
受
け
た

重
要
な
國
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
近
年
の
轟
4
5
古
細
孔
研
呪
に
よ

る
と
ヒ
d
碧
（
§
回
濁
の
附
近
は
曾
て
甚
だ
重
要
な
中
心
地
で
あ
っ

た
事
が
明
か
に
な
っ
て
來
た
の
で
あ
っ
て
、
盤
盤
を
此
の
附
近
に

紫
す
ゑ
譲
極
め
て
蒸
で
あ
る
と
思
蕊
脂
質
蚤
が

ら
牛
島
を
横
断
し
て
預
海
岸
に
援
け
る
道
意
璽
要
な
一
つ
の
交
逓

路
で
あ
っ
た
の
で
あ
の
、
盤
盤
國
も
交
通
の
要
衝
に
位
し
て
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

獲
展
し
た
の
で
あ
ら
・
γ
と
踊
4
5
へ
ら
れ
る
。
猫
ほ
右
の
蕎
唐
書
の

寒
心
で
は
狼
官
選
國
が
盤
盤
國
に
隣
す
る
察
と
な
っ
て
み
る
の
で

あ
る
が
、
狼
牙
億
鯛
は
藤
田
豊
八
博
士
に
垢
小
っ
て
男
舞
p
鉱
の
地

　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
比
定
ざ
れ
て
を
り
．
こ
の
読
は
大
紫
に
於
て
正
鵠
を
得
た
も
の

と
認
め
ら
れ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
盤
盤
國
の
南
に
隣
す

る
園
と
野
里
す
薯
が
鳩
來
る
○

　
前
に
揚
渉
癒
薪
逸
書
の
翌
の
紀
事
に
よ
る
と
、
堕
湘
羅
に
は
曇

　
　
　
漿
瀦
酌
婦
三

二
・
陀
潭
と
い
ふ
二
つ
の
騰
國
が
あ
り
、
曇
陵
の
方
は
海
洲
中
に

あ
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
私
は
狂
熱
は
多
分
U
く
理
p
爵
鴬
の

南
方
に
あ
っ
た
薦
國
で
は
な
か
っ
た
か
と
湾
へ
る
。
恐
ら
く
此
の

國
は
馬
來
年
島
上
に
存
し
た
の
で
あ
っ
て
、
諸
蕃
志
に
閉
居
齊
の

騰
國
と
し
て
記
さ
れ
て
み
る
所
の
軍
馬
令
園
に
網
羅
す
る
と
見
徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
馬
來
牟
島
の
国
凶
｝
幽
に
於
て
は

固
簿
ξ
養
p
食
。
。
臓
（
㌧
ビ
b
．
一
蕊
○
）
と
い
ふ
年
次
の
み
え
て
み
る
不

正
確
な
慰
籍
の
碑
丈
が
嚢
見
さ
れ
て
る
る
が
、
そ
の
最
初
の
部
分

に
は
め
嵩
こ
ぎ
薮
鍵
鋤
ず
王
で
あ
り
8
獣
影
σ
邑
霧
雲
の
支
配
看

で
あ
る
翫
の
9
鼠
邑
旨
騒
騒
に
撫
す
る
讃
欝
が
認
さ
れ
て
る
る

の
で
あ
っ
て
、
髭
の
入
物
は
累
お
舞
節
O
犠
U
｝
μ
貧
蟹
瀞
蝕
冒
邸
ち

こ
騎
禽
の
王
で
あ
る
と
同
時
．
に
、
｝
3
翻
の
方
画
に
存
し
た
所
の

門
歯
ヨ
訂
塾
譜
ρ
を
も
領
有
し
て
み
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
諸
蕃

．
志
の
驚
令
鍾
の
日
豊
ぎ
匿
5
q
勾
の
幕
に
禦
ら
な
阿

智
ジ
、
創
の
碑
丈
及
び
諸
藩
志
は
共
に
爾
暦
＋
三
世
紀
の
前
牟
に
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

か
れ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
既
の
冒
隻
誉
ま
σ
身
勲
と
い
ふ

地
名
は
そ
れ
よ
り
以
前
絵
程
古
く
か
ら
存
在
し
て
み
た
の
で
あ
っ

て
、
＋
↓
枇
紀
黒
総
、
（
鋭
O
・
三
零
）
に
書
か
れ
た
所
の
8
雪
蒼
。

第
二
十
八
巻
　
第
鐵
號
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、
堕
和
羅
躍
考

獲
見
の
拶
雷
撃
欝
8
冨
回
の
タ
ミ
ー
ル
語
の
碑
丈
に
は
翼
巴
自
。
ヨ
甲

一
写
σ
籍
9
営
と
し
て
現
れ
て
を
り
、
一
窯
似
は
ヨ
夢
岡
國
ち
大
の

義
で
あ
る
　
　
o
Q
k
ぞ
鉢
μ
目
ぴ
鼠
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
古
く
二
世

紀
或
は
三
世
紀
に
書
か
れ
た
と
見
風
さ
れ
る
所
の
冒
帥
｝
函
鼠
＆
①
路

①
中
に
も
馬
來
牛
島
方
面
の
法
名
と
し
て
同
9
裏
写
薮
ポ
日
p
主
審
ま
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

σq

ｮ
置
の
名
前
が
記
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
即
ち
8
習
μ
暫
画
家
讐

と
い
ふ
名
大
は
曇
陵
國
の
縛
代
に
も
當
然
存
在
し
て
み
た
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
曇
陵
を
以
て
軍
馬
令
と
同
様
に
そ
の
賦
課
と
見
倣
し

て
不
都
響
は
な
い
。
奨
は
日
本
の
漢
菅
が
タ
ン
で
あ
っ
て
、
○
ρ
『

重
出
を
雀
曇
と
書
く
場
合
の
如
き
を
恩
ひ
併
せ
て
み
る
と
、
そ

れ
を
3
讐
コ
解
離
の
鋤
音
と
見
倣
す
事
は
極
め
て
自
然
で
あ
り
、

ま
た
陵
を
一
写
の
封
…
背
と
見
る
事
に
も
全
く
支
障
は
な
い
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
・

　
但
し
日
簡
影
耳
茎
㌶
㊤
　
の
正
確
な
位
置
を
決
定
す
る
事
に
は
若

干
の
疑
問
の
飴
地
が
存
す
る
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
宣
滋
の
附

近
で
あ
る
と
す
る
と
、
前
蓮
の
盤
盤
國
の
位
置
と
似
逓
つ
た
所
と

な
る
わ
け
で
あ
る
．
り
此
の
様
な
位
置
か
ら
考
へ
て
み
る
と
、
曇
陵

と
盤
盤
の
二
國
の
聞
に
は
何
か
特
別
な
政
治
的
な
智
恵
が
存
在
し

第
・
二
十
八
谷
　
第
四
號

扁
鞭

て
み
た
と
推
測
す
る
可
能
性
も
な
い
で
は
な
い
檬
で
あ
り
、
叉
既

蓮
の
如
く
に
曇
陵
の
名
の
現
れ
て
み
る
新
細
書
の
H
の
記
事
と
、

盤
盤
の
名
の
記
さ
れ
て
み
る
新
嘗
唐
書
の
A
κ
の
記
事
と
が
別
系

統
の
皮
料
で
あ
る
所
か
ら
み
る
と
、
爾
種
の
記
事
に
み
え
て
み
る

所
の
馬
來
牛
島
方
面
の
形
勢
に
は
年
代
酌
な
相
違
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
ふ
見
方
も
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
私
は

こ
蕊
で
は
曇
陵
と
盤
盤
と
を
以
て
同
時
に
近
接
し
て
存
在
し
た
所

の
饗
聖
璽
C
あ
っ
壁
芯
へ
て
導
。
冊
府
議
畿
に
よ

る
と
古
陵
國
は
真
親
十
六
年
（
｝
U
．
α
お
）
に
入
貢
し
て
み
る

が
、
唐
墨
醗
を
み
る
と
＾
「
曇
膣
火
羅
之
翻
也
、
居
大
洲

中
、
其
風
俗
土
宜
輿
吐
火
羅
國
同
、
貞
槻
十
六
年
遣
使
朝
貢
、
し
と
あ

っ
て
、
こ
エ
で
は
曇
陵
は
ゆ
央
ア
ジ
ヤ
の
難
平
羅
の
鏡
鞍
と
な
っ

て
み
る
。
併
し
乍
ら
恐
ら
く
琵
は
曇
陵
と
い
ふ
同
名
の
國
が
二
つ

あ
っ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
「
吐
火
羅
之
薦
國
」
は
「
堕
和
羅
之
薦

國
」
の
誤
で
、
吐
火
羅
と
勢
和
羅
と
は
音
韻
が
類
似
し
て
み
る
駈

か
ら
混
同
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
而
し
て
曇
陵
を
葦
火
羅

の
娩
國
と
考
へ
た
所
か
ら
恣
に
そ
の
風
俗
土
宜
を
吐
火
羅
と
同
じ

で
あ
る
と
記
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
新
唐
書
に
も
唐
會
要
に

（　35，2　）



も
曇
陵
は
大
洲
中
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之

を
中
央
ア
ジ
ヤ
の
野
火
羅
の
属
國
で
あ
る
と
認
め
る
事
は
困
難
で

・
あ
る
。
併
し
い
ま
萬
一
を
慮
っ
て
曇
陵
が
堕
和
羅
の
薦
阪
で
あ
る

と
い
ふ
新
墨
書
の
傳
へ
に
誤
が
あ
る
と
假
定
し
て
み
て
も
、
d
函
、

替
雲
箔
の
難
境
は
盤
盤
國
の
位
澄
か
ら
考
へ
て
大
器
之
を
想
定
す

る
事
が
幽
煽
る
わ
け
で
あ
る
。

　
右
の
如
く
に
し
て
U
〈
素
瓶
9
自
の
勢
力
が
南
方
ど
の
地
方
に
及

ん
で
み
た
か
と
い
ふ
大
義
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
檬
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

南
方
に
於
け
る
モ
ン
入
の
勢
力
の
問
題
は
馬
來
牟
島
中
部
以
南
の

歴
皮
と
も
關
係
を
持
っ
て
為
る
の
で
あ
り
、
G
。
①
ヨ
雪
σ
q
や
ω
葬
蝕

の
文
化
、
特
に
そ
の
書
語
の
性
質
が
之
と
關
甘
し
て
問
題
と
な
つ
・

て
來
る
。
む
Q
o
ヨ
諺
α
蔓
や
ω
葬
鉱
の
歯
群
は
冒
。
㌣
図
ゴ
鎮
護
系
の

言
語
と
密
接
な
予
覚
が
あ
っ
て
、
彼
等
は
大
き
く
み
て
一
一
園
以
上

潔
。
づ
－
内
プ
彰
興
系
の
民
族
と
接
託
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
る

　
⑳る
。
ω
o
ヨ
§
α
q
M
の
鋳
a
の
言
語
を
諸
。
亭
屡
葺
δ
艘
諸
語
な
ど
と
．

共
に
南
ア
ジ
ア
語
（
〉
霧
貯
。
琶
ρ
ぎ
）
の
一
部
と
見
噛
す
説
に
は

若
干
の
疑
問
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
兎
に
角
是
等
の
言
語
か

潔
。
守
口
ご
豊
年
系
の
雪
語
と
臨
接
不
可
分
な
製
織
を
有
す
る
事
は

堕
瀦
羅
躍
孝

明
瞭
で
あ
る
。
術
し
て
浮
H
乙
津
や
ω
聾
勘
の
虚
語
の
中
に
は

罎
9
マ
漏
プ
窪
窪
孫
と
言
っ
て
も
、
特
に
モ
ン
語
に
近
い
も
の
の
存

す
る
藥
實
を
も
注
意
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
G
α
¢
筥
磐
。
⇒
や
ω
募
鉱

が
曾
て
竃
。
㌣
内
｝
さ
器
触
系
の
昆
族
と
接
饗
し
て
み
た
と
し
て
み

る
と
、
後
者
の
勢
力
が
馬
誤
電
島
に
及
ん
だ
時
期
が
間
題
と
な
る

の
で
あ
っ
て
、
U
く
似
爵
養
蔦
の
南
境
は
こ
の
意
味
に
於
て
特
別
に

我
粛
の
注
意
に
上
る
の
で
あ
る
。
私
は
い
ま
Q
Q
②
ヨ
§
。
9
や
ω
鉢
蝕

が
試
。
亭
囚
ぴ
日
巽
系
の
蓄
語
の
影
響
を
被
っ
た
時
期
を
、
U
く
騨
㌣

＜
銭
の
時
代
と
し
て
限
定
し
よ
う
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
挨
南
や

眞
糠
の
勢
力
が
マ
ラ
イ
牟
島
に
及
ん
だ
時
代
そ
の
他
を
考
慮
に
入
・

れ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ご
鼠
窮
奉
笥
の
時
代
に
何
か
の
影
響

を
受
け
た
と
見
る
事
は
不
自
然
な
推
測
で
な
い
と
考
へ
る
。

　
U
く
理
碧
銭
の
苦
境
は
右
の
如
く
で
あ
る
と
し
て
、
次
に
此
の

國
の
量
質
を
注
意
し
て
み
る
と
、
欝
に
掲
げ
た
新
奮
唐
書
の
A
遅

の
記
事
に
は
北
に
位
す
る
國
を
遡
舞
岡
佛
．
・
遡
蓬
含
弗
と
諒
し
て

み
る
が
、
通
典
雌
に
は
、

　
　
薯
羅
客
分
在
南
海
之
南
、
地
響
乱
雲
羅
國
、
勝
兵
二
萬
入
、

　
　
其
王
満
越
伽
摩
、
大
唐
顯
慶
五
年
（
鋭
】
V
⑦
①
o
）
遣
使
朝
貢
、

　
　
　
　
　
第
二
十
八
瞥
　
三
十
號
…
　
　
　
…
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堕
和
羅
國
考

と
い
び
、
馨
要
離
に
も
之
と
似
害
つ
詣
事
が
藝
ら
れ
て

㌔
欝
藷
護
に
も
麓
羅
雰
の
名
が
現
れ
て
み
る
四

一
雰
・
迦
馨
佛
・
は
町
じ
慶
桐
婆
－
、
讐
ぞ
み
・

る
所
の
大
業
四
年
（
｝
・
U
●
①
O
。
。
）
に
入
貢
し
た
迦
三
舎
と
い
ふ
麟

も
同
じ
で
あ
る
と
思
は
れ
る
、
併
し
乍
ら
冊
府
元
三
の
記
察
を
み

る
と
、
此
の
國
の
位
置
に
關
し
て
A
遅
と
は
異
っ
た
傳
へ
が
あ
っ

て
、
一
、
嵜
羅
染
分
國
在
南
海
之
南
、
束
接
骨
和
羅
、
し
之
述
べ
て
み
る

の
で
あ
っ
て
、
此
の
國
は
陵
幡
羅
の
北
に
あ
っ
た
か
酋
に
あ
っ
た

か
明
確
で
な
い
。
藤
田
博
士
は
曾
て
此
の
事
實
に
注
意
し
て
論
丈

「、

T
牙
脩
國
考
」
の
中
に
於
て
、
馬
、
冊
講
元
癒
は
唐
代
の
記
録
を
そ
の

簿
へ
砦
に
似
た
れ
ば
、
後
轟
躍
翫
を
以
て
正
・
す
べ
き

に
似
た
り
。
》
Σ
夢
茜
の
霞
南
遠
か
ら
す
、
今
労
且
σ
霞
ご
甥
a
㌣

σ
舞
あ
む
、
隠
勢
含
．
無
言
含
は
葬
す
の
音
課
な
る
べ
く
、
猫

ほ
扇
羅
閥
を
以
て
図
9
智
の
封
昔
と
な
す
が
如
し
。
佛
若
く
は
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら

の
℃
霞
の
樹
音
な
る
こ
と
は
殆
ど
風
な
か
る
べ
し
．
ご
と
雷
っ
て

　
　
　
⑳

を
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
此
の
読
に
は
俄
か
に
從
ひ
得
な
い
．
．
メ
ナ

ム
河
の
下
流
域
に
中
心
を
有
す
る
O
函
5
奉
怠
が
相
賞
に
大
き

な
國
で
そ
の
勢
力
が
マ
ラ
イ
牟
島
の
申
郷
に
及
ん
で
み
た
と
す
る

第
二
十
八
巻
　
第
鰻
號

二
〇

な
ら
ば
、
図
蕊
魯
鼠
は
艶
然
そ
の
領
域
の
内
に
含
ま
れ
て
み
た
と

見
卜
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
地
勢
の
上
か
ら
み
て
メ
ナ
ム
河
の
下
流

域
に
は
、
そ
れ
を
憾
劃
す
る
べ
き
著
し
い
自
然
の
障
壁
は
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
U
♂
．
騨
壁
・
簿
回
と
並
ん
で
之
と
隣
す
る
別
の
國
が

菊
碧
ぎ
睡
に
あ
っ
た
と
み
る
事
は
寧
ろ
不
自
然
で
あ
り
、
又
藤
田

博
士
の
読
は
旧
名
の
書
課
法
に
就
い
て
も
少
し
く
無
理
が
あ
る
と

思
は
れ
る
。
、
酉
乳
癌
　
世
紀
の
頃
に
雷
か
れ
た
固
9
夢
翻
p
葺
あ
苧

鴛
箏
の
中
に
は
O
Q
舅
葺
二
二
鴛
ρ
と
い
ふ
所
の
商
人
が
航
海
し
て

○。

氏
A
律
3
（
プ
．
与
ρ
の
都
で
あ
る
所
の
囚
当
該
ρ
薯
奉
に
赴
い
た
と

い
ひ
、
而
し
て
商
人
か
難
船
し
て
翻
”
】
法
磐
億
鑓
に
漂
潜
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
れ
て
み
る
と
い
ふ
事
で
あ
り
、
℃
o
差
9
氏
は
導
く
藤
田
博
士

の
研
究
に
先
立
っ
て
葺
羅
舎
分
を
以
て
此
の
匿
巴
訟
磐
霞
9
の
劉

音
と
修
し
、
近
年
菊
．
○
レ
蛍
毒
・
甥
氏
も
同
じ
見
界
を
探
っ

て
み
る
の
で
あ
る
嘱
私
縫
の
説
に
從
ふ
べ
き
で
あ
る
と
考
へ

る
。
翻
鉱
鋤
汝
響
養
の
正
確
な
位
置
は
明
か
で
な
い
が
、
そ
れ
は

ビ
ル
エ
隅
部
の
海
岸
地
方
で
あ
っ
て
、
鎧
。
お
耳
円
。
壼
。
。
ψ
9
ヨ
方

面
か
ら
、
○
。
奪
§
攣
O
Q
導
く
ぎ
爾
河
の
河
口
方
薗
に
簸
る
地
方
に
求

め
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
若
し
も
薯
羅
含
分
が
此
の

（35養）



海
岸
地
方
の
北
部
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
堕
和
羅
の

北
と
い
っ
て
も
大
い
な
る
談
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

三
陀
澄
と
多
蔑

　
前
に
掲
げ
た
所
の
新
鷹
書
の
翌
の
記
事
に
よ
る
と
、
堕
和
羅
の

騰
國
と
し
て
曇
陵
と
並
ん
で
陀
潭
と
い
ふ
小
國
が
あ
っ
・
に
と
い
ふ

事
で
あ
る
が
、
．
此
の
國
漏
し
て
鑑
典
馨
に
、

　
　
陀
潭
属
在
講
和
鎌
鶴
畷
北
、
大
唐
貞
観
中
、
滝
黙
黙
欝
郷
鵡
、
毛

　
　
彌
皓
素
、
頭
上
有
紅
色
敬
十
嚢
、
輿
翅
齊
．

と
み
・
で
を
り
、
．
冊
府
設
置
に
も
陀
鶴
饒
影
面
の
西
北

に
あ
り
と
い
ひ
、
又
豊
滝
に
は
陀
澄
國
に
難
し
て
・
垂
用
歯

面
和
学
接
」
と
い
ひ
、
「
濃
墨
於
漿
和
羅
」
と
述
べ
て
み
る
。
然
ら
ば

陀
澄
國
は
之
を
ど
こ
に
比
定
す
る
べ
き
で
あ
る
か
と
い
ふ
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
就
い
て
は
唐
代
の
丈
賦
に
批
の
國
の
爾
に
位
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爵

み
た
國
が
記
鋒
さ
れ
て
る
る
事
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

翻
ち
野
掛
楚
に
は
多
蔑
國
に
團
す
・
・
記
事
が
あ
っ
て
、

　
　
多
宝
國
、
大
唐
貞
観
中
通
焉
、
在
南
海
塵
界
、
周
廻
可
｝
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む

　
　
行
、
細
濁
大
海
、
酉
繋
馬
國
、
北
波
刺
國
、
東
陀
細
径
、
戸

堕
和
羅
魍
考

　
　
口
極
多
、
置
三
十
州
、
不
役
厩
他
界
、
有
城
郭
欝
殿
笹
櫓
、

　
　
並
用
瓦
木
、
以
十
二
月
爲
単
勝
、
其
物
産
有
金
・
銀
．
銅
．

　
　
鐵
二
象
牙
・
犀
角
・
朝
霞
・
朝
雲
、
其
俗
交
易
用
金
．
銀
。

　
　
朝
霞
等
衣
服
、
百
姓
二
＋
而
八
一
、
五
穀
三
惑
輿
中
國
不
殊
、

と
い
ひ
、
際
涯
閣
は
声
振
國
の
東
に
位
す
る
と
書
は
断
て
み
る
の

で
あ
る
。
善
書
蟹
に
は
、
網
箆
出
入
は
あ
る
け
れ
ぎ
此

の
通
典
の
認
纂
と
似
寄
つ
毒
へ
が
み
え
て
を
り
、
冊
府
元
縮
倦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

響
も
護
國
の
東
を
陀
鶴
と
爲
す
・
い
業
繋
獲
る
。

新
回
書
雀
二
に
は
名
爾
の
名
が
現
れ
て
み
る
が
、
書
捨

の
誤
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
に
先
づ
多
蔑
國
の
位
置
葱
決
定

し
て
驚
い
て
、
然
る
後
に
陀
澄
の
比
定
を
行
ふ
事
と
す
る
や

　
多
蔑
國
は
南
海
の
鰹
界
に
在
っ
て
、
南
方
は
海
に
面
し
て
み
る

所
の
大
國
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
是
は
印
慶
の
最
南
部
に
比
定
し
て

誤
な
い
で
あ
ら
・
る
師
ち
私
は
此
の
多
蔑
を
以
て
、
南
学
度
の
重

要
な
民
族
名
た
る
日
ρ
琶
類
乃
至
は
彼
等
の
國
を
意
味
す
る
日
⇔
，

監
瞬
聾
p
ヨ
の
音
課
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
Q
多
蔑
を
月
鑓
島
の
誌

面
と
み
る
事
に
は
少
し
も
不
自
然
が
な
い
。
い
ふ
ま
で
も
な
く

日
建
邑
は
U
簿
く
三
斜
系
の
掲
族
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

第
二
十
八
巷
　
第
閥
號
　
　
　
、
二
一
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堕
和
羅
國
、
考

U
碧
く
剛
参
と
い
ふ
名
稻
そ
の
も
の
も
、
本
來
爵
ヨ
出
と
同
じ
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

葉
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
み
る
。
而
し
て
此
の
日
臼
づ
篇
と
い
ふ

名
辮
は
絵
程
古
い
時
代
か
ら
行
は
れ
て
る
た
の
で
あ
っ
て
、
’
．
西
方

の
記
録
に
於
て
も
西
暦
紀
元
一
世
紀
に
書
か
れ
た
国
望
プ
璋
海

案
内
記
の
中
に
彼
等
の
住
地
は
罫
ヨ
三
8
（
U
鋤
営
三
8
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ふ
名
前
で
現
れ
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
名
前
は
我
六
が
い

ま
問
題
と
し
て
み
る
唐
時
代
に
敢
て
も
當
然
存
在
し
て
ゐ
・
に
わ
け

で
孕
る
。
U
舜
♂
、
乙
ρ
人
の
住
ん
で
み
る
印
度
の
最
南
部
の
地
方

は
、
地
理
的
に
み
て
東
西
武
篇
の
上
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
を

り
、
叉
産
物
も
翌
富
な
地
方
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
極
め
て
古
く
か

ら
西
方
の
諸
國
と
貿
易
を
行
ひ
、
叉
東
方
の
諸
國
と
も
少
か
ら
ぬ

交
渉
露
っ
て
み
た
。
前
漢
書
言
様
志
に
、
支
那
の
薯
が

赴
い
た
國
で
あ
る
と
し
て
記
さ
れ
て
み
る
所
の
黄
支
國
（
○
（
）
三
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

＜
o
野
薄
）
は
彼
等
の
佳
地
に
近
く
位
し
て
を
り
、
降
っ
て
元
の
時

代
に
は
此
の
印
度
の
最
南
部
は
西
洋
と
呼
ば
れ
て
、
支
那
入
の
赴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

く
重
要
な
貿
易
の
中
心
と
な
っ
て
み
た
の
で
あ
っ
て
、
楽
座
の
丈

獄
に
此
の
方
薗
に
書
す
る
記
事
が
譲
れ
て
通
る
の
は
極
め
て
常
葉

で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

第
二
十
八
巻
　
第
瞬
輩

一
三

　
然
ら
ば
掌
典
に
み
え
る
所
の
多
軸
幽
の
北
に
あ
っ
た
波
刺
國
と

い
ふ
の
は
ど
こ
で
あ
る
か
と
い
ふ
と
、
此
の
膏
を
當
嵌
め
る
の
に

適
楽
な
名
聡
と
し
て
は
、
誰
し
も
弓
笥
青
く
ρ
及
び
男
巴
簿
と
い
ふ

重
要
な
二
つ
の
國
の
名
前
を
思
ひ
起
す
で
あ
ら
う
。
印
農
東
南
海

襟
の
竪
琶
貧
、
ρ
　
國
は
酉
暦
三
世
紀
の
頃
か
ら
存
在
し
て
み
て
六

世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
盛
に
活
動
し
て
を
り
、
　
一
方
ガ
ン
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

河
流
域
の
囹
巳
p
閣
は
八
世
紀
の
中
葉
に
勃
懐
し
て
十
二
世
紀
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

頃
ま
で
存
熾
し
た
の
で
あ
る
が
、
私
は
波
刺
園
を
前
者
に
比
定
す

る
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。
擬
声
雪
、
瀞
閣
が
6
”
ヨ
嵩
入
の
住
地
の
す

ぐ
北
に
接
し
て
み
た
所
か
ら
み
る
と
、
此
の
様
に
比
定
す
る
の
が

穏
當
で
あ
る
。
掌
典
の
波
刺
國
は
如
何
に
し
て
支
那
に
知
ら
れ
た

の
で
あ
る
か
と
い
ふ
ど
、
唐
代
の
丈
獄
に
此
の
國
は
濁
立
の
朝
貢

國
と
し
て
は
現
れ
て
み
な
い
様
で
あ
っ
て
噛
恐
ら
く
そ
れ
は
多
蔑

園
の
塑
頁
の
際
に
多
蔑
國
に
關
聯
し
て
傳
へ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

が
と
推
測
さ
れ
る
。
聡
極
量
議
に
は
軍
費
輩
（
艶
U
．
⑦
象
）

に
多
蔑
國
が
入
貢
し
た
旨
を
記
し
て
み
る
が
、
遜
典
に
は
此
の
國

が
貞
親
年
闇
（
〉
●
U
■
露
刈
よ
お
）
に
通
じ
た
旨
を
記
載
し
て
を

り
、
通
典
の
記
事
は
貞
糊
の
頃
の
知
識
を
傳
へ
た
も
の
Σ
如
く
に

（356）



見
受
け
ら
れ
る
。
石
摺
閣
が
多
幅
飛
の
入
貢
の
際
に
知
ら
れ
た
と

い
ふ
右
の
推
測
が
若
し
も
許
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
多
蔑
國
の

入
貢
は
西
暦
七
世
紀
の
事
で
男
9
5
『
國
の
勃
興
以
前
と
な
る
か

ら
、
波
刺
國
を
嵜
冠
園
に
比
定
す
る
事
は
困
難
に
な
る
わ
け
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
次
に
通
典
に
多
蔑
國
の
爾
に
あ
る
と
さ
れ
て
み

る
墨
書
國
は
ど
こ
か
と
い
ふ
と
、
そ
れ
と
音
韻
上
類
似
し
て
み
る

も
飾
2
具
。
号
）
が
あ
る
・
。
量
は
懸
毒
紀
の

山
頭
か
ら
史
上
に
現
れ
て
を
り
、
八
世
紀
の
頃
に
大
勢
力
と
な
っ

た
艮
族
で
あ
る
が
、
惟
ふ
に
そ
れ
が
倶
游
と
し
て
知
ら
れ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
但
し
か
う
考
へ
て
み
る
と
（
冒
息
㌶
鐸
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

彼
等
の
佳
地
を
多
蔑
園
の
西
と
い
ふ
の
は
や
、
正
確
を
好
い
て
み

る
事
と
な
る
。
併
し
乍
ら
望
郷
の
丈
獣
に
於
て
、
西
天
竺
を
印
度

の
最
南
部
の
西
と
賞
し
た
例
は
他
に
も
存
在
し
て
み
る
の
で
あ
つ

で
、
諸
蕃
志
を
み
る
と
印
度
最
南
部
の
注
餅
盤
．
（
Ω
6
ε
の
條

に
、
「
西
至
西
天
竺
干
五
百
里
」
と
い
っ
て
み
る
。

　
前
に
掲
ぴ
た
通
典
の
多
蔑
國
に
黙
す
る
記
事
の
中
に
は
、
特
に

之
を
円
㊤
営
門
に
比
定
す
る
の
に
特
に
不
都
合
な
も
の
は
今
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
の

こ
ろ
な
縁
で
鷺
が
、
新
雲
雀
二
の
名
蔑
國
の
條
、
蓼
、

三
和
羅
騒
考

に
姦
通
考
垂
の
護
國
の
讐
は
、
此
の
國
の
風
謬
關
し

て
次
の
様
な
油
意
す
べ
き
記
事
が
み
え
て
み
る
。

　
　
多
蔑
國
、
其
人
短
小
、
兄
弟
共
．
婆
一
妻
、
婦
総
髪
爲
角
、
辮

　
　
夫
々
多
少
、

此
の
記
事
に
よ
る
と
多
蔑
國
の
入
間
は
零
ぼ
磐
臼
団
（
一
妻
多
夫

制
）
を
行
っ
て
み
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
い
ま
印
度
の
方
面
に

於
て
則
）
＆
§
畠
曙
の
風
景
が
多
く
行
は
れ
て
る
る
地
方
を
求
め
る

と
、
そ
れ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
附
近
の
チ
ベ
ッ
ト
人
の
居
住
地
と
、

染
草
学
理
の
最
南
部
の
地
方
と
が
問
題
と
な
る
。
印
度
の
最
南
部

に
於
て
は
嗣
簿
彰
鵠
族
の
｝
種
た
る
2
簿
）
－
辞
及
び
日
。
三
族
の

聞
に
そ
の
煮
凝
が
あ
り
、
此
の
地
方
の
薯
ぢ
建
窯
曙
に
關
し
て

は
＋
六
世
蟹
葉
の
岡
鑑
零
露
、
の
上
行
記
を
始
め
と
し
ノ
し
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
、

く
の
報
告
が
存
在
し
て
み
る
。
元
來
℃
o
ぞ
§
臼
k
に
は
、
夫
同

、
志
の
聞
に
兄
弟
の
叢
書
が
あ
る
所
の
冨
彦
⇒
巴
℃
o
ご
霧
畠
蔓
と
、

か
・
る
關
係
の
な
い
ヨ
母
甑
鍵
学
匠
葱
蓄
邑
吋
堵
と
が
あ
る
の
で

あ
る
が
、
薪
事
書
・
丈
隙
再
考
に
み
え
る
の
は
｛
固
馨
。
ヨ
巴
づ
。
ぞ
，

磐
α
麸
で
あ
わ
、
日
。
曾
族
の
場
合
も
そ
れ
で
あ
る
。
甥
還
錠
族

・
の
場
合
は
多
く
養
鯉
ユ
㌶
多
a
や
。
ξ
弾
傷
曙
で
あ
る
が
、
ω
・
客
斜
、

第
二
十
八
巷
、
第
閲
、
盤

三
篇

（　｛S57　）
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堕
和
羅
閣
闇
考

8
2
師
の
報
蕾
に
よ
る
と
、
討
入
の
兄
弟
の
中
で
四
入
が
一
入
の

妻
を
持
ち
、
他
の
焼
入
が
別
の
一
入
の
妻
を
持
つ
と
い
ふ
鋼
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

つ
て
、
累
礎
鍵
に
は
ぐ
簿
O
ヨ
巴
言
一
）
・
§
幽
芽
も
存
在
し
た
事
が

　
　
　
　
　
　
　
⑳

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
＜
．
囚
9
霧
厨
・
・
斜
二
皮
氏
は
目
p
誓
7
夢
。
】
含

を
用
ひ
て
往
時
の
日
鍵
三
入
の
風
懇
を
研
究
し
て
み
る
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
昔
日
昌
昌
凶
の
女
子
は
頭
髪
を
五
つ
に
分
け
て
之
を

編
み
、
更
に
そ
れ
を
束
ね
て
宋
端
を
後
に
た
ら
し
て
み
た
と
い
ふ

　
　
　
　
⑭

事
で
あ
っ
て
、
㎝
、
婦
総
髪
爲
角
、
欝
夫
之
多
少
、
凱
と
あ
る
の
は
此
の

繊
な
特
徴
の
あ
る
頸
髪
に
・
就
い
て
蓮
べ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
患
は

れ
る
．
、
但
し
夫
の
多
少
を
辮
じ
た
と
い
ふ
記
事
に
は
、
或
は
．
支
那

入
の
想
像
が
加
っ
て
み
る
か
も
知
れ
な
い
．
レ

　
猫
ほ
薫
製
の
丈
獄
に
は
印
度
に
封
し
て
東
。
西
・
南
・
北
・
中
の

、
所
謂
五
天
竺
の
名
工
か
用
ひ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
五

天
竺
は
印
度
の
南
端
ま
で
を
全
部
包
含
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、

南
天
竺
と
い
ふ
の
も
U
8
0
舘
μ
の
O
げ
馨
包
吻
ρ
閣
や
、
娼
”
＝
9
く
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

國
を
奮
っ
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
更
に
そ
の
南
方
の
日
p
ヨ
出

入
の
無
地
に
封
し
て
は
別
個
の
名
総
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ

る
。
日
碧
艶
入
の
國
と
し
て
は
、
古
く
か
ら
Ω
四
〇
戸
Ω
お
吋
ρ

　
　
　
　
　
第
二
十
八
怒
　
錦
閥
盤
　
　
　
二
瞬

寄
8
属
の
三
國
が
重
要
で
あ
る
が
、
西
暦
七
轍
紀
の
初
頭
か
ら

認
嵐
岩
朝
が
隆
盛
と
な
り
、
此
の
國
は
十
世
紀
の
前
牛
に
Ω
曜
。
げ

國
に
亡
ぼ
さ
れ
る
ま
で
活
動
し
て
み
た
の
で
あ
っ
て
、
濁
立
の
有

力
な
國
た
る
三
界
國
は
、
日
瓢
藍
島
の
中
で
も
特
に
国
8
嵩
國

を
指
し
た
も
の
と
み
て
不
可
な
い
で
あ
ら
う
。
曾
て
桑
田
六
郎
博

士
は
多
調
國
を
日
葉
叢
農
同
）
け
「
に
比
定
し
、
そ
の
北
の
波
皆
無
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

℃
似
琶
6
過
ぎ
憎
西
の
倶
游
國
を
○
㊤
愚
と
速
し
て
居
ら
れ
る
が
、

併
し
私
は
、
多
血
及
び
波
刺
と
い
ふ
文
字
の
音
課
法
か
ら
み
て

も
、
多
々
國
の
困
》
o
ぞ
§
3
・
の
風
脅
か
ら
み
て
も
、
此
の
國
を

印
度
の
最
南
部
に
比
定
す
る
方
が
穏
當
で
あ
る
と
考
へ
る
。

　
さ
て
齎
の
如
く
に
多
蔑
國
が
即
度
の
最
密
部
に
あ
っ
た
と
す
る

と
、
聞
題
の
陀
涯
國
と
は
ど
こ
で
あ
ら
う
か
。
陀
澄
國
は
U
＜
鐸
㌣

ノ、

Q
の
鳩
國
で
毒
っ
て
そ
の
経
世
に
位
し
て
を
り
噂
畠
ま
た
多
蔑
國

の
東
に
隠
る
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
前
者
の
傳
へ
に
よ
る
と
そ
れ

は
ビ
ル
マ
の
方
颪
に
存
し
た
も
の
ら
し
く
、
後
者
の
傳
へ
に
よ
る

と
〉
邑
§
峯
7
霧
8
ご
鍵
の
爾
諸
島
の
方
面
に
で
も
求
め
る
べ

き
も
の
エ
様
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
是
は
前
者
の
解
繹
を
採
る
べ
き

で
あ
一
。
真
書
縢
眞
糠
該
る
と
、

（：35S）



　
　
眞
懸
國
甘
言
琶
山
南
、
本
扶
南
之
鳩
國
也
、
去
日
南
郡
舟
行

　
　
六
吉
、
爾
覆
章
欝
．
薯
釜
劇
、
（
「
略
）
愛
重
参

　　

鵠
n
江
二
霧
隠
、
数
與
替
巴
・
陀
桓
二
塁
父
獅
）

と
詑
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
っ
て
う
陀
桓
帥
ち
陀
澗
日
豊
が
数
ば
眞
願

と
争
っ
た
と
い
ふ
所
か
ら
み
る
と
、
陀
潭
を
〉
玉
書
β
察
8
・

じ
碧
爾
諸
島
の
地
に
比
定
す
る
事
は
園
難
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ

る
．
是
等
の
諸
島
は
甚
だ
丈
化
程
度
の
低
い
域
族
の
擦
っ
て
み
る

所
で
あ
り
．
地
理
上
か
ら
考
へ
て
も
こ
亀
‘
に
纂
臨
と
三
つ
た
檬
な

紹
當
に
知
力
な
國
が
あ
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
諸
篤
志
の
蕪

難
國
．
の
條
を
み
る
と
、
そ
の
地
に
赴
く
道
順
と
し
て
「
或
講
社
甘

國
亦
可
往
」
と
蓮
べ
て
を
り
、
蒲
甘
（
勺
磯
p
⇒
）
即
ち
ビ
ル
マ
と
南

即
慶
と
の
間
に
航
路
が
存
し
牝
ら
し
い
事
を
傳
へ
て
る
る
が
、
或

は
此
の
様
な
航
路
が
あ
っ
た
所
か
ら
ビ
ル
マ
方
薗
の
陀
青
年
が
丁

寧
國
の
東
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
唐
の
謬
言
に
ビ
ル
マ
の
地
に
は
チ
ベ
ッ
ト
ー
ー
ビ
ル
マ
系
の
艮
族

の
建
て
た
綴
國
が
存
在
し
て
み
て
、
寄
。
影
。
の
地
（
七
隈
翼
録
）

を
申
心
と
修
し
て
を
り
、
そ
の
融
は
〇
三
楽
露
欝
と
呼
ば
れ
て
ゐ

　
　
　
　
　
⑳

た
の
で
あ
っ
て
、
陀
澄
顯
は
ぜ
ル
マ
と
い
っ
て
も
騨
國
と
は
異
る

堕
瀦
羅
懇
考

地
方
に
求
め
る
べ
き
も
の
と
恩
は
れ
る
。
峯
塵
・
§
く
§
垂

な
ど
の
ビ
ル
マ
の
異
書
に
よ
る
と
、
ビ
ル
マ
入
の
勢
力
は
娼
禦

σq

ﾉ
の
｝
暑
づ
、
巨
毒
の
時
代
、
西
暦
＋
一
轍
紀
の
甲
葉
に
嚢
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

し
て
断
雲
、
p
（
風
呂
写
、
黒
兎
河
の
河
q
附
近
｝
帯
の
地
方
を
そ
の

　
　
　
一
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
⑱

支
配
下
に
置
く
嶽
に
な
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は

此
の
地
方
に
モ
ン
入
の
勢
力
が
彊
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
，

陀
呑
玉
は
此
の
方
面
の
モ
ン
入
の
建
て
た
國
で
は
な
か
っ
た
で
あ

ら
う
か
。
　
跨
昌
9
≦
二
戸
p
が
モ
ン
人
を
征
服
し
た
當
時
に
は
、

↓
プ
暮
窪
が
モ
ン
の
斜
地
の
最
も
重
要
な
巾
心
地
で
あ
っ
た
如
く

　
　
　
　
　
　
　
、

に
傳
へ
ら
れ
て
る
る
が
、
ビ
ル
マ
人
が
甥
属
δ
昌
　
と
呼
ぶ
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

此
の
町
を
轟
、
ン
人
は
ω
p
〔
夢
得
轟
と
聡
し
て
る
る
の
で
あ
っ
て
、

陀
潭
を
同
工
δ
⇔
に
比
定
す
る
の
は
困
難
な
檬
で
あ
る
。
H
鎚
毒
㌣

β
芦
ω
百
済
φ
凶
漁
の
河
口
方
爾
の
幾
つ
か
の
中
心
地
の
中
で
、
古

く
か
ら
園
§
⑬
o
o
崔
は
重
要
な
地
位
を
営
め
て
み
た
と
認
め
ら
れ

　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

る
の
で
あ
る
が
、
私
は
、
態
態
・
陀
覆
を
以
て
図
§
σ
々
Q
o
昌
に
比

定
し
て
よ
い
と
考
へ
る
。
拶
9
養
o
o
⇒
と
い
ふ
名
前
は
十
八
世
紀

の
中
葉
に
跨
す
三
）
第
が
名
附
け
て
か
ら
後
に
行
は
れ
る
様
に
な

つ
貢
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
離
に
は
此
の
地
は
こ
薦
窪
と
呼

第
二
十
八
巻
　
第
鷲
號

一
蓋
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籔
瀦
羅
國
考

　
　
　
　
⑪

ば
れ
て
み
た
。
部
ち
有
名
な
ψ
プ
賄
ゆ
ご
姦
羅
切
農
2
一
ρ
の
U
p
！

鹸
§
で
あ
る
。
陀
濱
∵
野
獣
は
批
の
U
凋
つ
コ
の
勤
膏
に
他
な
る
ま

い
。
猫
ほ
馨
要
説
航
諭
唐
画
謹
二
に
は
、
言
忌
高

じ
國
を
指
し
た
と
見
質
さ
れ
る
所
の
編
陀
潭
・
眞
陀
澄
・
乾
陀
涯

の
名
が
現
れ
て
み
る
が
、
是
等
の
霧
・
眞
・
乾
の
文
字
は
・
或
は

U
農
。
コ
と
い
ふ
名
総
の
前
に
避
か
れ
た
何
か
の
語
を
等
し
た
も

の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
桑
田
博
士
は
眞
早
渡
を
．
．
O
Q
旨
6
。
9
讐

β
Ω
6
昌
Ψ
p
．
、
と
爲
し
、
縛
陀
涯
は
ビ
ル
マ
の
↓
武
9
日
お
を

云
ふ
の
で
あ
ら
う
と
言
は
れ
、
縛
と
眞
と
は
同
じ
く
梵
語
の
。
。
臨

　
　
　
　
　
　
の

（
O
巳
を
う
つ
す
の
で
は
な
い
か
と
見
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る

⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

が
、
私
は
右
の
如
く
に
要
望
園
き
讐
。
づ
読
を
提
唱
し
て
置
く
。

四
　
堕
和
羅
國
の
存
績
期
間

　
以
上
述
べ
て
來
た
所
を
綜
合
し
て
み
る
と
、
U
く
飼
難
く
讐
の
勢

力
は
相
思
廣
聖
戦
に
及
ん
だ
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

然
ら
ば
此
の
國
は
何
時
の
頃
か
ら
翌
夕
し
、
叉
何
時
の
頃
ま
で
習

え
て
居
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
既
の
聞
題
に
直
接
解
答
を
輿
へ
る

餌
料
は
殆
ん
ど
難
く
な
・
い
の
で
あ
る
が
、
凱
に
他
の
諸
國
の
形
勢

第
工
十
八
巻
　
第
鱗
號

二
六

の
上
か
ら
若
干
の
推
測
を
行
ふ
纂
と
す
る
。
鯵
書
を
み
る
と
、
そ

こ
に
は
d
’
、
闘
「
婁
、
銭
と
い
．
霊
田
を
鴇
し
た
ら
し
い
國
名
は
全
く

見
當
ら
す
、
前
に
揚
げ
た
同
書
の
眞
臓
器
の
記
事
に
も
陀
桓
な
ど

の
嗣
名
は
記
さ
れ
て
を
り
乍
ら
、
U
鼠
養
く
馨
州
に
暮
す
る
記
載
が

撒
く
欲
け
て
る
る
の
で
あ
っ
て
、
當
時
此
の
閣
は
未
だ
盛
に
な
っ

て
み
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
階
書
の
眞
騒
傳
に

【，

ｼ
有
壁
江
國
」
と
い
ひ
、
又
「
其
電
請
参
着
・
朱
江
二
國
和
親
、

数
量
林
邑
・
回
診
二
野
職
魯
、
」
と
蓮
べ
て
る
る
所
か
ら
み
る
と
、

朱
黒
闘
は
メ
ナ
ム
河
流
域
に
比
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
い

ま
此
の
比
定
が
正
し
い
と
し
て
み
る
と
、
メ
ナ
ム
河
流
域
に
關

し
て
誓
書
に
朱
江
國
が
あ
っ
て
U
く
9
1
養
奉
自
・
が
見
譲
ら
す
、
唐

代
の
記
録
に
は
反
封
に
U
く
9
1
奏
く
ρ
儀
。
か
あ
っ
て
朱
江
國
が
な
い

事
と
な
る
の
で
あ
る
。
尤
も
膚
脅
要
建
国
の
眞
畷
の
條
に
は
「
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

輿
車
渠
、
覆
釜
璽
と
い
ひ
、
舞
楚
に
毒
筆
餐

が
み
え
て
み
る
け
れ
ど
も
、
是
等
は
階
書
の
記
事
を
そ
の
ま
峯
採

っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
、
．
朱
江
國
と
駿
和
羅
園
と
を

同
一
の
函
と
み
る
事
は
寧
ろ
不
自
然
で
あ
る
か
ら
、
是
等
は
別
丁

の
二
國
で
あ
っ
て
、
朱
鉱
鶴
に
代
っ
て
堕
和
羅
繭
が
嚢
展
し
た
と
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見
隠
の
が
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
魎

参
詣
に
就
い
て
は
新
講
書
謹
δ
理
想
傳
に
「
董
西
北

厩
画
壇
牛
」
と
あ
っ
℃
、
此
の
國
は
文
鎌
脚
ち
陸
眞
畷
の
爾
志
に
位

し
て
ゐ
を
い
ふ
事
で
あ
。
、
撃
茎
謹
二
の
扶
玉
笹
は
、

　
　
扶
南
西
斜
鼻
素
首
膚
理
訴
脂
、
居
山
穴
、
四
面
蜷
絶
入
莫
得

　
　
至
、
鵬
ハ
参
牟
國
接
、

と
あ
っ
て
、
そ
れ
は
扶
南
の
西
の
山
地
の
近
傍
に
求
め
て
よ
い
檬

で
あ
る
。
泰
國
東
北
部
、
娼
岡
義
歯
河
流
域
の
、
（
U
二
〇
〇
げ
か
ら
は
、

西
暦
五
・
六
世
紀
と
み
て
よ
さ
さ
う
な
古
じ
導
爆
の
梵
語
の
碑
丈

が
獲
見
さ
れ
て
を
り
、
又
略
同
時
代
の
も
の
と
み
て
不
都
合
の
な

い
彫
刻
の
類
が
見
出
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
参
牟
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
此
の
脅
箆
魯
の
附
近
に
比
定
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
．
私
は
朱

江
國
に
代
っ
て
勃
輿
し
た
所
の
U
’
、
騨
繋
ρ
爲
の
勢
力
は
参
牛
國

を
從
へ
る
ま
で
に
至
ら
な
い
で
、
参
牛
閣
は
い
つ
の
頃
か
ら
か
眞

籔
に
属
す
る
様
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
。
U
’
、
轡
ヨ
．
銭

の
北
境
は
既
裁
の
如
く
に
明
確
を
駅
い
て
る
る
の
で
あ
る
ガ
、
即

智
書
馨
の
醤
の
簿
量
、
議
眞
堕
・
み
・
、
新
馨
韮

下
の
鶴
の
驚
鱗
薩
璽
辮
）
墜
附
素
縫
、
と
い
ひ
、

縫
瀦
、
羅
麟
考

三
豊
雀
二
の
眞
懸
に
は
、
「
世
輿
釜
・
騒
好
凸
」
・
あ

り
、
騒
と
眞
蝋
と
は
互
に
相
接
し
て
蓮
絡
が
あ
っ
た
ら
し
い
の
で

あ
っ
て
、
U
〈
鐸
斜
ぐ
ρ
儀
の
勢
力
は
少
く
も
此
の
頃
に
は
泰
國
の
北

部
に
は
強
く
及
ぼ
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。

　
さ
て
階
書
に
は
前
述
の
如
く
に
U
＜
国
難
毒
識
に
關
す
る
傳
へ

が
な
い
の
で
碧
が
、
通
典
楚
を
み
る
と
、
次
の
如
き
注
意
す

べ
き
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
み
る
。

　
　
投
和
点
景
時
聞
焉
．
在
海
南
大
洲
中
眞
騒
之
南
、
自
忍
野
西

　
　
豪
誓
蟹
草
、
多
投
和
羅
、
素
縫
邪
毒
、
（
中
略
）

　
　
國
ム
叢
逃
馬
、
事
態
罵
不
可
匹
、
（
嚇
）
有
佛
道
有

　
　
墨
校
、
丈
字
輿
中
夏
不
嗣
、
訊
其
事
謙
卑
、
王
無
姓
、
名
齊
、

　　
T
鞭
）
大
遭
難
使
嚢
・
（
下
略
）

惟
ふ
に
階
の
時
代
に
支
慨
嘆
に
知
ら
れ
た
此
の
調
和
國
は
、
U
♂
、
餅
、

冨
く
鑑
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
曾
て
桑
田
博
士
は
，
蒸
和
を
以
て

堕
羅
雲
底
と
同
一
な
り
と
認
め
、
そ
の
後
高
桑
駒
吉
氏
は
之
に
反

撃
る
撃
唱
へ
て
鷺
鷲
麹
・
叢
桑
田
博
毒
見
界
に
從

ふ
方
が
緬
鵜
當
で
あ
ら
う
。
大
洲
巾
に
あ
り
と
か
、
眞
騰
の
南
に
あ

り
と
か
い
ふ
簿
へ
は
や
N
不
都
合
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
王
の
姓
で

錦
ご
十
八
巷
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駿
瀦
羅
闘
考

あ
る
と
い
ふ
投
摩
羅
は
、
朝
野
羅
・
凋
和
羅
と
鰐
様
に
U
く
闘
羅
－

の
封
智
と
見
倣
し
て
よ
い
様
で
あ
る
。
単
名
を
王
の
姓
と
し
て
誤

記
す
る
事
は
さ
も
て
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
特
に
同
じ
膚

の
記
事
中
鵬
、
王
無
姓
」
と
い
ふ
矛
盾
し
た
詑
載
が
あ
る
桝
か
ら
み

る
と
、
投
軽
羅
が
野
際
に
王
の
姓
で
あ
っ
江
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑

は
し
い
。
蕉
．
屡
書
の
瞭
莉
羅
の
稼
に
よ
る
と
、
此
の
國
は
貞
槻
年
間

に
好
馬
を
賜
ら
ん
事
を
早
う
て
許
さ
れ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
投
和
闘
の
入
が
馬
に
乗
り
、
而
も
馬
が
少
か
つ
九
と
い
ふ

通
典
の
傳
へ
意
ひ
併
せ
ゑ
き
も
？
様
で
あ
る
。
誓
纂

障
二
に
は
瞭
和
羅
の
外
に
投
和
の
傳
が
み
え
て
み
る
け
れ
ど
も
、

”

そ
の
内
容
は
通
典
か
ら
取
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ

て
、
新
隷
書
の
編
者
は
是
等
二
つ
の
記
事
を
無
蔵
書
に
並
存
せ
し
．

め
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
朱
江
國
及
び
三
和
國
に
慣
す
る
右
の

推
測
が
許
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
火
鑓
に
於
て
U
函
冠
養
識
は

階
の
豊
頃
か
ら
勃
興
し
た
も
の
と
見
る
亭
が
出
來
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

　
然
ら
ば
此
の
國
は
い
つ
の
時
代
ま
で
置
い
て
活
動
し
た
で
あ
ら

う
か
。
灘
に
問
題
と
し
た
所
の
黒
蝿
書
の
眞
畳
畳
を
み
る
と
、
水

第
二
十
八
巷
　
錦
四
號

謀
簡

古
臓
の
西
が
堕
羅
鉢
底
國
で
あ
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
同
じ

眞
臓
の
傅
に
よ
る
と
本
來
一
つ
で
あ
っ
た
所
の
此
の
附
ば
紳
龍
年

開
（
跨
．
U
・
鴫
O
鋤
i
“
◎
3
以
後
に
分
れ
て
水
陸
三
島
乳
量
と
な
っ
た

と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
U
く
費
ρ
〈
豊
は
水
眞
臓
と
問
鮎
掛
に
存
在

し
て
み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
少
く
も
榊
龍
の
頃
、
翻
ち
八

世
紀
の
初
ま
で
存
続
し
た
事
ば
疑
を
容
れ
な
い
。
そ
の
後
メ
ナ
ム

河
の
下
流
域
は
酉
暦
十
一
嚢
紀
の
前
諾
に
位
に
あ
っ
弛
カ
ム
ボ
ヂ

ャ
王
○
。
工
専
毒
ご
人
妻
洞
（
㌧
r
。
　
H
）
．
　
一
〇
〇
ト
⊃
1
同
O
戯
⑫
）
の
支
配
を
受
け

て
を
り
、
是
よ
り
先
に
彼
の
父
弛
る
ご
σ
q
o
門
王
が
既
に
此
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
征
服
し
た
事
が
認
め
ら
れ
て
み
る
け
れ
ど
も
、
八
世
紀
の
初
頭

以
後
此
の
時
に
至
る
ま
で
三
世
紀
近
く
の
問
に
此
の
方
薗
に
如
何

な
る
驚
動
が
あ
っ
た
か
は
明
か
で
な
い
。
西
暦
七
副
書
の
後
図
に

勃
興
し
た
所
の
ス
マ
ト
ラ
の
（
い
薄
く
酒
類
國
の
勢
力
は
西
潜
八

世
紀
に
は
マ
ラ
イ
牛
島
に
及
ん
で
を
り
、
年
島
の
く
δ
叢
。
・
帥
獲

見
の
碑
文
（
》
．
U
●
刈
胡
）
に
は
特
に
ρ
洞
く
二
心
醤
國
王
の
徳
を

　
　
　
　
　
㍉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

頚
へ
る
雷
葉
が
み
え
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
U
益
窮
揖
自
称
の
南

境
は
先
づ
此
の
9
回
慈
3
⇒
の
堅
迫
を
被
っ
た
と
権
測
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
貸
F
U
贔
箏
奏
烏
鳶
の
中
心
地
帯
が
ど
う
な
っ
て
み
た
か

（　a，　62　）



不
明
で
あ
る
。
喉
こ
Σ
に
張
ひ
て
誰
測
を
行
っ
て
み
る
な
ら
ば
、

三
世
紀
に
近
い
こ
分
不
明
の
期
間
の
中
で
も
、
或
は
可
成
り
に
早

く
八
世
紀
の
頃
に
潤
て
此
の
國
に
は
政
治
的
愛
動
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
○
●
0
8
鼠
。
。
氏
の
研
究
に
よ
つ
て
知
ら

れ
る
如
く
に
、
冒
謬
娑
巴
鎗
⇔
讐
旨
及
び
O
倒
ヨ
銭
①
〈
中
毒
症
。
。
斜
の
．
傳

へ
を
槍
堅
し
て
み
る
と
、
メ
ナ
ム
河
の
上
流
域
方
陣
に
は
西
暦
八

世
紀
の
頃
に
口
鉢
曽
鐸
感
3
爵
の
國
が
繊
撃
て
を
り
、
此
の
國
を

建
て
た
O
鋤
ヨ
巴
。
＜
回
は
モ
ン
入
の
佳
客
の
一
中
心
で
あ
っ
た
所

の
ド
碧
○
（
U
o
喜
鼠
）
の
王
女
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
掴
穿
冒
喜
の
建
霞
・
或
は
メ
ナ
舟
下
竣
暴

け
る
何
か
の
政
治
的
な
攣
動
と
並
行
し
て
趨
っ
た
纂
件
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
可
能
性
も
存
す
る
様
に
恩
は
れ
る
。

　
い
ま
此
の
檬
に
八
世
紀
の
頃
に
何
か
の
政
治
的
な
攣
動
が
あ
っ

た
と
し
て
み
る
と
、
こ
・
に
思
ひ
起
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
戸

い
の
は
等
時
の
カ
ム
ボ
ヂ
ャ
方
画
の
形
勢
で
あ
る
。
．
水
陸
爾
翼
騒

が
並
び
存
し
た
酋
暦
八
琶
紀
の
カ
ム
ボ
ヂ
ャ
の
歴
築
は
、
碑
文
が

極
め
て
乏
し
い
所
か
ら
著
し
く
不
明
で
あ
る
が
、
此
の
時
代
に
カ

ム
ボ
ヂ
ャ
に
は
南
方
か
ら
外
闘
の
勢
カ
が
及
ん
で
み
た
檬
で
あ

鐙
瀦
羅
國
考

る
。
九
皇
紀
の
初
頭
に
カ
ム
ボ
ヂ
ャ
を
再
統
｝
し
た
　
智
｝
δ
＜
p
腎

導
起
筆
は
、
O
Q
篇
鐸
同
（
算
夢
9
昌
碑
文
の
傳
へ
る
所
に
よ
る
と

．
．
塞
く
曽
と
か
ら
騰
っ
た
大
物
で
あ
り
、
　
カ
ム
ボ
ヂ
ャ
が
、
．
ず
く
曽
、
、

の
支
配
を
受
け
な
い
で
濁
立
の
支
配
者
を
戴
く
様
に
儀
式
を
行
っ

た
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
一
方
Ω
窮
ヨ
冨
に
絶
て
も
、
西
暦
八
世
、

撰
集
牛
の
避
走
に
よ
る
と
、
舟
に
乗
っ
て
海
外
か
ら
渡
耀
し
た
異

入
種
が
此
の
國
の
南
部
を
劫
掠
し
た
と
い
ふ
事
で
あ
っ
て
、
八
世

紀
の
畷
に
は
、
添
方
の
大
國
た
る
O
昌
く
膏
漏
乃
至
は
之
と
密
接

な
關
係
に
あ
る
摂
養
の
勢
力
が
印
慶
支
那
の
地
方
に
及
ん
で
ゐ

　
　
　
　
　
　
⑲

た
と
見
徹
さ
れ
る
。
西
暦
十
批
紀
初
期
（
o
費
㊤
一
①
）
の
｝
寓
N
3
．
急

飯
野
弓
の
鼠
毛
に
よ
る
と
、
曾
て
N
撃
墜
Q
薯
お
ρ
）
の
諸
斧

惹
「
倒
冒
が
男
プ
難
2
の
國
に
隠
笠
し
て
王
の
首
を
斬
り
、
そ
の
後

罰
ゲ
ヨ
9
の
諸
王
は
朝
篤
き
る
と
N
讐
超
に
向
っ
て
敬
意
を
表

す
る
旨
が
簿
へ
ら
れ
て
る
る
が
、
是
も
亦
八
世
紀
頃
の
カ
ム
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ヂ
ャ
國
の
形
勢
を
反
映
し
た
記
事
で
あ
る
だ
ら
う
。
西
暦
八
世
紀

に
は
マ
ラ
イ
鷹
島
の
く
画
筆
σ
q
湊
の
地
に
O
碁
冒
嵩
の
勢
力
が

縫
凝
し
て
を
り
、
　
方
つ
多
・
膏
饗
乃
靴
墨
く
ρ
の
勢
ヵ
が
カ
ム

ボ
ヂ
ャ
に
強
く
及
ん
で
み
た
と
し
て
み
る
と
、
此
の
檬
な
マ
ラ
イ

第
二
十
八
巻
．
第
照
饒

二
九
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堕
和
羅
國
考

系
の
勢
力
が
直
接
或
は
間
接
に
メ
ナ
ム
河
の
下
流
域
に
影
響
を
與

へ
た
と
い
ふ
事
が
な
い
と
は
言
へ
な
い
様
で
あ
る
。
か
う
考
へ
て

猛
て
、
こ
」
に
特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
勺
・
U
弓
。
影
響
が
指

摘
し
て
み
る
如
く
に
、
所
謂
U
函
毒
く
讐
式
の
逡
物
を
多
く
禺

土
す
る
所
の
男
、
類
冨
δ
ヨ
の
地
に
沸
し
て
ω
一
く
ぼ
．
郷
師
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
＠

9
鼠
す
曳
ρ
と
い
ふ
別
名
が
存
坐
し
て
み
る
事
で
あ
る
。
．
或
は
是

は
ρ
三
冒
岩
國
の
勢
力
が
北
方
に
大
き
く
嚢
展
し
た
時
代
の
名

残
を
留
め
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
八
世
紀
に
モ
ン
入
の

建
て
た
口
9
卦
と
a
3
、
ρ
は
タ
イ
入
が
之
を
倒
す
ま
で
久
し
い
聞

旧
い
た
の
で
あ
る
が
、
｝
方
U
く
響
碧
p
鴬
の
名
総
は
八
世
紀
の

初
期
よ
り
後
の
文
獄
に
は
全
く
見
當
ら
す
、
」
汐
斗
営
ρ
ヨ
讐
三
や

O
倒
日
p
α
㊦
く
固
く
貰
子
に
も
そ
の
記
載
を
云
い
て
る
る
。
U
く
騨
霧
p
蔦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薪

の
回
心
地
方
に
八
世
紀
の
頃
に
何
か
の
敷
端
的
な
自
動
が
あ
っ
た

と
み
る
事
は
、
強
ち
無
理
な
推
測
で
あ
る
と
も
言
は
れ
な
い
で
あ

ら
・
り
。

結

語

以
上
皮
斜
不
足
の
爲
に
、
重
言
の
範
園
を
掛
な
か
っ
た
個
所
が

　
　
　
　
　
第
二
十
八
巻
　
第
鰻
號
　
　
　
三
〇

少
く
な
い
が
、
是
を
以
て
　
U
〈
圃
窮
く
9
爲
國
の
彊
域
と
そ
の
存
綾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

期
間
に
即
す
る
一
走
の
考
察
を
絡
る
事
と
す
る
。
所
謂
d
愚
養
－

ぐ
鎮
歯
式
の
考
古
學
的
冠
物
に
託
し
て
は
研
究
す
べ
き
黙
が
多
い
の

で
あ
る
が
、
こ
エ
で
は
総
て
省
略
に
從
ふ
事
と
し
た
。
此
の
一
文

を
草
す
る
に
當
り
、
江
上
波
夫
氏
が
参
考
丈
獄
を
貸
聞
せ
ら
れ
た

事
に
心
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

謡
①
　
O
．
○
毒
虫
…
σ
c
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昌
9
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